（第１６号書式）＜日本銀行業務オンラインによる提出時には、別途、同オンライン上の報告資料名の下部に記載された照会先へ電話連絡して下さい。＞

	業務処理区分コード

	５４５１１１


[bookmark: _GoBack]担保差入証書（振決国債）

年　　月　　日
日 本 銀 行　御中

	（担保差入先）











貴行と当方間の担保に関する基本約定（担保に関する基本約定（適格外国債券担保用）を含みます。）にもとづく根担保として、下記の振決国債を差入れます。
記
	担保差入先コード（７桁）
	
	

	参加者種別
	なし          ：００

	特別課税口：２１
決済口    ：９５

	
	参加者分別口：       （７１～７９の番号を記入）

	口座区分（払出先）
	自己口Ⅰ：０１
	自己口Ⅲ：０３



	根　担　保（振決国債）

	銘　　　　柄
	                             第        回

	
	コード（冒頭のＪＰを含む１２桁）
	

	金　　　額
	円


以  上

	日本銀行使用欄

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	送信権限者



（注意）１．「担保差入先」欄は、担保差入先の金融機関等店舗名を記載する。
２．「参加者種別」欄および「口座区分（払出先）」欄は、該当項目に○印を付ける。
３．日本銀行では、所定の規則に基づき、日本銀行業務オンラインにより本書式が提出された場合には、代表者またはその者から権限を付与された者から提出されたものとして取扱う。

